
「心身統一法」を学ぶ、今月の一冊 

稲盛和夫著「心。」 

～よりよく生きるための究極の極意～ 

紹介者：小笠原良二 64 歳 平成 30 年入会 

会社員(構造改革室)   

「すべては心に始まり、心に終わる」 

これが、稲盛さんがご自身の 80 余年の人生を振り返っ

たとき、いま多くの人達に伝えたい「よりよく生きるた

めの究極の極意」だそうです。心に何を描くのか。どん

な思いを持ち、どんな姿勢で生きるのか。それこそが、

人生を決めるもっとも大切なファクターであると述べ

られています 

この本を読んで私は、これこそ天風哲学そのも

のだと思いました。正直言って天風哲学は用語が難し

く分かりづらいところがありますが、この本にはそのエ

ッセンスが分かりやすくまとめられています。これまで

の人生を振り返ると、私はいつも心に不安があり、心に

どんよりとしたものを感じていました。 

天風哲学を学び心の持ち方を明るく、楽しく積極

的なものに変えたところ、今では仕事も家庭も   

そしてプライベートもとても充実しています。 

稲盛さんの「心に何を描くのか」「どんな思いを持ち、どんな姿勢で生きるのか」で人生が変わるこ

とを実感しています。 

 

昨年、天風会芝原英司さんの「天風哲学を経営に活かす」を YouTube で見ました。 

28 年前にお母様から引き継いだ会社は数十億円の負債を抱えていました。 

芝原さんは毎朝 2 時間天風哲学を実践したところ事業に関するアイデアが浮かんだそう

です。そのアイデアを経営に活かしたら経営がどんどん良くなり、今年 2 月に東証一部に

上場を果たされました。 

これを聴いて私は「天風哲学を実践して、いま私が勤めている会社をより良くしたい！」と心の

底から思いました。そして講演の中で「天風哲学を社員にどのように伝えているか？」との質問に、

芝原さんは「京セラフィロソフィは天風哲学の経営者版であり社員は毎日読み合わせている」との

お話がありました。早速、私も京セラフィロソフィを購入して読んでみました。稲盛さんがご自身

の体験の中から創り出された京セラフィロソフィには仕事をする上での心構えが沢山書かれてお

り、今では私の座右の書になっています。 

 

この本「心。」には、稲盛さんが日本航空の会長に就任した際に、従業員に向けた次の言葉、 

『新しき計画の成就は、ただ不屈不撓の一心にあり。            
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天風さんの言葉として紹介されています。 

稲盛さんは「損得ではなく人として正しいかどうか」で判断して京セラを一代で世界的な企業に

育て上げました。また、「善なる動機」「利他の心」で第二電電を立ち上げ、日本航空の会長を引き

受け 3年で見事に再生しました。それを成し遂げた秘密がすべて書かれています。 

私はこの本を読んで、64歳になって今更ですが、より良い人生を生きたい。否、より良い人生を

今からでも歩んで行ける、と確信することができました。 

この本には仕事、そして人生の生き方の極意が書かれていますので、一人でも多くの方々に読ん

で頂きたいと思います。 

 

  

稲盛和夫さんがどんな思いで社員にこの言葉を向けたか、「心。」のプロローグから抜粋してもう少し詳しくご

紹介しましょう。プロローグ２４～２５ページから抜粋しました。  (はまかぜ編集担当) 

 日本航空の会長に就任した際、私はすべての従業員に向けて、次のような言葉を紹介しました。 

『新しき計画の成就は、ただ不屈不撓の一心にあり。        

さらばひたむきにただ想え、気高く、強く、一筋に』 
 これはインドでヨガの修行をして悟りをひらき、日本でその思想と実践に基づく生き方を伝え

た哲人・中村天風の言葉で、かつて成長を続けていた京セラにおいて掲げたスローガンでもあり

ます。私はこの言葉をあらためて、日本航空の全社員に向けて紹介したのです。この中で大切な

のは、「気高く」という言葉です。美しく気高い心を根幹に持っているからこそ、ひたすらに強く

揺るぎのない「思い」をもつことができる。 

 何が何でも成し遂げるという強烈な思い、どんな苦境にも負けずに進もうという揺るぎのない

意志が、事を貫徹する為には必要です。そういう思いのもと、かかわる人たちが一丸となって最

大限の努力をなした時に、事は成就する。 

その根幹となるものも、美しき利他の思いなのです。 

 何事をなそうとも、いかなる運命を歩もうとも、私たちが生きているかぎり、めざすべきもの

は、他によかれかしと思い、他のためによきことをなす「善なる心」です。それは、「真・善・美」

という言葉で言い表すことのできる、純粋で美しい心といってよいでしょう。 

（そして）もっと深い“心”は宇宙へと通じる と、稲盛さんはつなげています。      

                             あとはご自分でお読みください。 
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